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　　　　　　　　☆講　　　演☆

◇助手　妹尾　学，助教授　山辺武郎　・・On　the　PH
Dependence　of　Transport　Behavion　of　Weak　Acids　and

Bases　across　lon－exchange　Membranes”Bul1．　Chem．

Soc．　Japan，　34，　1741，～1742（1961．　11）

◇教授　田宮　真「矩形開水槽内の自由水」船の科学，
14，12　（1961．12）

◇助教授　河添邦太朗「化学工場における吸着操作の展
望」化学工業5，13，　8（1961．12）

◇技官　桜井　裕　セリウム（IV）イオンによるヒドロ

キシルアミンおよび過酸化水素の電量滴定法，工化誌，

64，12号2119～21（1961．12）

◇技官　桜井　裕　スズ（皿）を用いる電量滴定法，工
化誌，64，2121～24（1961．12）

　　　　　　　　☆海外渡航状況☆
◇第3部　高木昇教授は国際原子力庁　（1．A．　E．　A）に

おいて放射線計測器の熱帯化規格を作成するためのウィ

ーンにおける国際会議に日本代表として招へいされ，昭

和36年12月16日羽田を出発，同年12月25日
帰国した．

　　　　　　☆東京移転について☆

　本研究所の第3部・第5部は，昨年1～2月にすでに
移転を完了していたが，本年の移転計画は下記の通りで
ある．

部部部部場　　　　工124務　　　　作第第第事試

1月8日～2月20日

4月中旬

2月下旬
新営のため未定

　　☆カッパ9Lの飛しょうと新型レーダ☆

　カッパ9L型2号機は，36年12月26日，秋田実
験場で飛しょうした．頭部にはレゾナンス・プローブが

のせられ，電子密度と電子温度の観測が行なわれた。9
L－2号機では上下角81°がセットされ，自動追尾レー．一．

ダは，これまでのものと新らしく試作した大型パラボラ

・アンテナとが使用された．また，この実験に先立っ

て，新型レーダをテストする意味で，RT－150型の飛し

ょうが行なわれた．この実験では，吹雪の日がつづいて

実験最終日が予定より4日延長した．
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